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ン
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ト

電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な
凌
を
過
ご
す
T
O
8
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
†
ヱ

に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
磨
っ
て
替
ぇ
掃
け
る
八
女
市
星
野
村
の
↓
平
和
の
火
」
か

ら
採
う
た
毯
火
を
と
も
し
、
平
和
の
尊
さ
や
金
の
重
さ
を
考
え
る
運
針
「
Q
写
已
¢

岩
音
叶
－
P
■
i
‥
焉
L
■
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
そ
い
る
。

6日に採火合宿
す
る
実
行
委
（
吉
澤
武
彦
代
義
）

が
「
平
和
の
火
の
存
在
と
、
火
を

守
り
続
け
て
き
た
山
東
さ
ん
や
住

民
の
思
い
を
全
世
界
に
伝
え
た

い
J
と
全
国
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
イ
・

ト
の
主
催
者
ら
に
呼
び
掛
け
た
。

初
回
の
2
0
■
〇
．－
年
は
冬
至
に
実

施
し
、
関
西
の
3
会
場
で
約
1
0

夜
は
平
和
の
火
を
と
も
し
た
ラ
ン

プ
を
囲
み
、
平
和
に
つ
い
て
鳶
り

合
い
な
が
ら
交
流
を
淀
め
る
。

ビ
ー
ス
フ
レ
ン
ド
は
個
人
、
団

体
は
問
わ
な
い
が
、
平
和
の
火
の

意
味
を
理
解
し
、
市
が
定
め
た
条

例
を
偲
守
す
る
こ
と
が
条
件
。
参

加
費
は
一
人
4
0
■
0
0
円
（
宿
泊

す
る
場
合
は
別
に
2
5
0
0
円
が

必
要
）
。
平
和
学
習
と
採
火
式
の

み
の
参
加
も
可
。
希
望
者
は
今
月

2
8
日
ま
で
に
吉
澤
さ
ん
（
0
6
・
6

3
－
■

5
・
7
8
1
6
）
へ

星
野
村
で
交
流
■
申
凱
純
絹
㌣
蒜
の

0
人
が
参
加
し

た
。
翌
年
か
ら

は
要
至
に
実
施

火
・
心
小
　
▲
米

火
は
私
た
ち
に
か
け
が
え

の
な
い
大

参
加
者
を
募
集

採火した平和の
火車革むピナス
フ．レン戸（？的9
年、頗儲考案）

■
平
和
の
火
は
、
軍
務
中
に
広
島

市
近
郊
で
被
爆
し
た
同
村
出
身
の

山
未
達
雄
さ
ん
（
故
人
）
が
、
市

中
心
部
の
残
り
火
を
お
じ
の
形
見

と
し
て
懐
炉
に
移
し
て
持
ち
帰

り
、
自
宅
で
守
り
統
は
た
。
1
9

6
8
年
（
昭
和
4
3
年
）
に
村
に
引

き
継
が
れ
た
。

そ
こ
で
、
大
阪
な
ど
の
2
0
歳
代

か
ら
3
0
歳
代
ま
で
の
Ⅷ
人
で
結
成

一

．

〕
月来

し
、
昨
年
は
柑

都
道
府
県
引
会
場
で
約
3
5
0
0

人
が
参
加
し
た
。
　
■

今
年
も
6
月
5
、
6
日
に
採
火

合
宿
を
同
村
で
行
い
、
痙
火
を
持

ち
帰
っ
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を

開
く
「
ピ
ー
ス
フ
レ
ン
ド
」
を
夢

集
し
て
い
る
。
初
日
の
平
和
学
腎

で
は
、
山
本
さ
ん
の
次
男
で
地
元

に
住
ん
で
い
る
陶
芸
家
の
山
本
拓

還
さ
ん
や
被
爆
体
験
者
の
請
浜
を
．

開
く
ご
」
の
後
、
採
火
式
を
行
い
、

切
な
事
を

語
り
か
け

て
く
れ

る
。
心
静
か
に
祈
っ
た
り
、
家
族
、

友
達
な
ど
大
切
な
人
と
平
和
や
未

来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
そ
の
超
を
福
岡
か

ら
全
世
界
に
広
げ
て
い
っ
．
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
脅
運
動

の
タ
イ
ト
ル
の
竹
富
巾
に
は
「
す

べ
て
の
人
の
個
性
（
望
e
¢
乳
を

認
め
合
い
、
争
い
の
な
い
真
の
平

和
（
慧
蜜
ぷ
）
を
実
現
し
た
い
」

と
の
思
い
を
込
め
て
い
る
。


